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皮 膚科 領域 に おけ るClindamycinの 治 験
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Lincomycinは.副 作 用 の 少 ない 抗 生 物 質 と して,従 前

か らよ く使 用 され て きた 。 こ とに それ は抗 菌 作 用 に お い

て はMacrolide系 抗 生 物 質 と よ く似 た態 度 を示 す こ と

か ら,ブ 菌 感 染 症 の多 い皮 膚 感 染症 に は 有 利 で あ つ た。

Lincomycinの 一 部 構 造 をClで 置 換 した7-Cl-Linco-

mycin,す な わ ちClindamycinはMICがLincomycin

よ り大約4な い し8倍 高 く,優 れ た 誘 導 体 と して 開 発 せ

られ た が,同 時 に 血 中 濃 度 もLincomycinよ り高 く,理

論的 に有 効性 の 高 い と思 わ れ る本 剤 を皮膚 プ菌 感 染 症 に

使用 して,そ の 効 力 を 臨 床 効 果 の 上 か ら検 討 した の で こ

こに報 告 す る。

L臨 床 成 績

昭和42年12月 より43年5月 にかけ て,東 京大学

医学部皮虜科 お よび 日本専売 公社東京病 院皮 膚泌尿科を

受診 した患 者の うち,入 院患 者お よび外 来患 者で本剤投

与後 も再度 来院 して,そ の臨床 効果を確認 し得た もの27

例について治療成 績を検討 した。

27例 を疾患別 に挙げ ると,痴10例,編 腫 症2例,毛

の う炎お よび痙瘡3例 の他,蜂 窩織 炎,慢 性膿皮症各1

例の計17例 の膿 皮症を まとめて表1に 記 載 した◎ これ

ら疾患では臨床症状の改善が,本 剤 の効力 と相伴 うと考

え られ,治 験 の検 討に適 した症例であ る。

次に脂漏性湿疹の2次 感染をは じめ,水 萢性疾患や中

毒疹 の水庖の破潰 によるび らん面へ の2次 感染,炎 症性

粉瘤や熱傷,皮 膚癌,レ ン トゲン潰瘍,外 傷 などの感染

な どの2次 感染症例8例 をまとめて表2と した。 これ ら

症例では,㌃ 次疾患の経過に よつて,ど うして も薬剤効

果が左右 され る傾 向にあ る。

また感染予防に使用 した2例 を表3と して,感 染 防止

に成功 した場合 を有効 とした。 この場合 の効果判定 は全

く別の意味 を有す る ものと思われ る。

全27例 の年令 は14才 より70才 に及ぶ が,1,2の

少年を除い て,す べ て20才 以上 で,し たがつて投 与量

は成人量 で1例 を除い てはすべ て600ま たは900mgで

あ り,投 与期 間はほ とん どの症例で数 日程度 で あ つ た

が,も つ とも長 い症例は慢性疾 患であ る痙瘡 の39日 お

よび19日 各1例,そ の他28,27日 使用 した もの2例

があつた。

効果判定規準は,皮 膚の化膿性疾患 な どの簡単な症例

では治癒傾 向が強いため,自 然治癒 との判別の困難がつ

ねに伴 うものであ るが,今 回 も治癒 に向かいは したが,

自然治癒 との差が余 りない とい う印象を うけた症例には

やや効 の判定を下 さざるを得なかつた。

まず癌の10例 に対す る治療 効果は,有 効7例,や や

効3例 で,お おむね満足すべ き成績であつた。 ことに当

然化膿 して膿瘍化す ると思われ る病期に投与 を開始 した

症例が,化 膿せず に硬結 と して短期間に治癒 にむか う場

合は臨床的 に明らかに治療効果をみ とめ うるものであ る

が,第2,5例 はそれ に該 当 し,第3例 もそれ に準ず る経

過 をとつてい る点,本 剤は相当な治効を発揮す るものと

いえ よう。

編腫症 の2例 中1例 は 内服2日 目よ り胃障害が現われ

たた め内服 が十分 でな く,他 の1例 は長年来出没 してい

る編腫症 で,搬 痕 が多数残存 しているが,従 来各種抗生

物質 に よつ て治療 された経験は多いが,今 回本剤の600

血9,7日 間 の内服 によ りきわめ て良好な状態 とな り,患

者はこれ ほ どよく効 いた薬 剤の経験はなかつた とい う。

毛の う炎,痙 瘡 の3例 では1例 は内服中 もつ ぎつ ぎと

新 皮疹を生ず るので無効 としたが,他 の2例 は既存皮疹

の治癒 と新 規発生の停止 のため全体 と して良 好 と な つ

た。ただ内服中止に よつて約1週 間後 には第14例 の ご

と く再燃をみたが,こ れ はいかなる薬 剤によ る 治 験 で

も,毛 の う炎,痙 瘡 の治療経過 として,通 常経験す ると

ころであ る。 こ れ ら3例 では疾患の性質上投与期間は

39,27,19日 と長期にわたつたが,副 作用をみ とめなか

つた◇

第16例 の蜂窩 織炎は時に出没 を繰返 して きた顔面の

症例であ るが,所 属 リンパ腺の腫 脹 と,頸 部 の発赤腫脹

を伴い,そ の都度重篤化す るのをつね とす るが,今 回は

3日 目に症状軽減 して有効であつた。第17例 の慢性膿

皮症は騙幹,こ とに啓部 を主 と して大 小の膿瘍 の発生す

るきわめて慢性経過を とる26才 の男子例であるが・内

服中は排膿軽減をみた。
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・表 1
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C・a剖Mlci効 果1摘 要

十

やや効

有効

1有 効

{

1やや効
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+… 〉・21筋

十

十

十

十

十
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CLM什,OL-,

EM一
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EM董 昔

内服2日 目胃障碍

「これ ほ ど よ く効

い た 薬 剤 は 経 験 し
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PC,EM,SM,TC

(一)
CM,CER(十)

CLM嚇

一 方,表2の2次 感染症 々例 の8例 では,効 果が低下

す るのをつね とす るが,今 回 も無効5例,や や効1例 を

み て,良 い結果 とはいえない。ただC,D,E,F,Gの 各症 例

は,す べ て原疾患 で入院中に発生 しでい る院内感染症例

であ つて,表 にみ られ るごとくCiindamycinに 耐性 を=有

す る菌 に より発 生 してお り,お そ らく院内感染に多剤耐

性菌が 多い こ とか らも考 えあわせ て,む しろ原 疾患 に よ

る治療効果 の悪 さ よりも,か か る起炎 菌が耐性 菌であ る

ためにみ られ る無効症例 と見 たほ うが よい と思 われ る。

表3の 感染予防 のため の2例 はいずれ も奏 効 した。

M・ 副 作 用

わずかで も副作用 のみ られた症例 としては表1の 第11

例に内服2日 目に胃障 碍を起 した ものがあ るが,重 篤化

しなかつた。表2のB例 では脂漏性湿疹の2次 感染例に

内服12日 目に全身 に紅斑,丘 疹を生 じ,薬 疹ない し中

毒疹 と思われ る皮疹 がかな りの程度に発生 した の で,

ただ ちに投与 を 中止 し て,ス テ ロイ ド剤 の 投与を相

当強力に行 なわなければ な らな か つ た が,本 例に後に

Clindamycin,Lincomycinに より貼布試験 を行 なつたが

陰性に終つた。 しか し皮疹 の発生時 期が ち よ う ど内服

12～14日 臼の好発時期 であつ たこ と,貼 布試験は陽性

率 が低い こと,皮 疹が薬疹 ない し中毒疹 の症状 であつた

に もかかわ らず,他 に原因が考え られ ないこ と な ど か

ら,本 剤に よる薬疹の可能性は なお多分 に存 在 して い

る。
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表 2

No.

A

B

・C

D

E

F

'G

H

年,性

14♂

32♀

33♀

57♀

49♀

44δ
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診 断

炎症性粉瘤
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2次 感染

熱 傷 感染
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び らん面感染
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足
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肇
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潰

外 傷 化膿
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湿疹一部化膿
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泌物多

全 身に水萢,と こ
ろ どころにび らん
面

全 身発赤,と ころ
どころにび らん面

膝蓋部の外傷化膿

600mg×5日

600mgxI2日

450mg×3日

十
300mgx2日

600mg×36日

600mgX6日

600mgX28日

600mg×7日

900mg×8日

治 療 経 過

5日 目炎症 々状消

分泌物減少 したが
i2日 目に中毒疹

病巣菌減少

不変,び らん面菌
数不変

不変,び らん面菌
数不変

不 変

不 変

4臼 目良 好,8日

目ほ とん ど治 癒

Coag.

十

十

十

十

1+
十

十

MIC

12.5

<0.2

>100

捌 摘

有効

要

やや効i副作用?

やや効

無効

無効

無効

無効

有効

CLM(一)

CLM(一)
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CLM(一)
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CLM(一)

礪酸軟麿外用

表 3

N喉 性1診 剛

1

り
4

416

70♂

粉瘤切除術

熱 傷1

部 位,症 状

術 後感染予防

足部,感 染予防

1投 糧i治 療 経 過lc剛Mlcl効 果 【 摘

600mgx5日

600mg×5日

効

効

有

有

要

感 染 防 止
〃

図1CiindamycinMICCoagulase陽 性 ブ菌40株

寒 天 平板 希 釈法

3'株

IE■nvitroで の抗 菌 力

皮腐病巣 よ り分離 したCoagulase陽 性 ブ菌40株 につ

いて,日 本化学療法学 会 の 効 果判定基準研究会,MIC

小委員会 の定 めた方法 で本 剤のMICを 測定 した結果,

31株 は0.2mcg/ml以 下であ り,き わ めて よい結果 を

示 した。

IV.ま と め

lnvitroのMICか らも想像 され る ように本剤は十分

な抗菌力を多 くの起炎菌に対 して有 している と 考 え ら

れ,こ れを裏付けす るよ うに表1に み られ るごと く,各

種膿皮症 に対 して よい治効を得た。このことは本剤がお

そ ら く皮膚濃度 も十 分であ るこ とを推定 させ る。

いつぼ う,表2に 見 られ るごとく,invitreの よくな

い症例ではやは りよい臨床効果は得 られ なかつた。 しか

し,皮 膚起炎菌において もMacrolide耐 性は徐 々に増

加 しつつあ ると考え られ るので,本 剤 のごと くinducer

とな らず,同 時 にinducibleresistanceに 対 して も有効な

薬 剤の出現は有意義なこ とといえ る。ただ,今 回の27

例 中に1例 のみ見 られ た薬疹 ない し中毒疹は,他 施設に

おけ る治験の際に も少数なが ら見 られた ようであ り,か

か ることはLincomycinで は経験せ られなかつた ことか

ら考える と,本 剤はLincomycinに 較べて効果は明 らか

に上昇 は したが,し か し安全性 の点 で低下を招いてい る

とすれば 注意せ ねば な らない ことと思われ る。

今 回の治験 では投与量 の600m9と900mgと の間 に

差は認め得なかつた。
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CLINICAL STUDIES ON CLINDAMYCIN 
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 Clinical observations were carried out in 27 cases with staphylococcal skin infections treated with 
clindamycin. The results were discussed by classifying the 27 cases into 3 groups, that is 17 cases  of 

pyodermas, 8 cases of secondary infections and 2 cases of prophylactic application to posttraumatic 
infection. 
 Remarkable effects were obtained in 12 cases in the first group and also in every 2 cases of the third 

group, whereas no improvements were revealed in 4 cases in the second group, presumably in vitro 
resistance of their causative organisms against clindamycin in these cases are estimated as the cause of 
the results. 

  Untoward effects were observed in 2 cases, namely gastro-intestinal disturbances in the one, and 
heavy toxic eruption in the other. 

  The MICs of clindamycin by agar plate dilution methods were less than 0.2  mcg/ml in 30, and  more 
than 100  mcg/ml in 7 of 40 strains of Coagulase positive staphylococci.




